
 

 

 

 

 

 

 

（回 答） 

別添Ⅰ2.2 では，金属キャスクをつった状態で仮置き中の金属キャスク上を通過できないように可動範囲を制限

するインターロック条件②を記載している。 

添付 11-1 P3 では，緩衝体等の落下防止対策として可動範囲を制限するインターロック条件③を記載している。 

添付 11-1 P6 では，金属キャスクを必要以上に吊り上げないように巻上げ高さを制限するインターロック①を

記載している。 

 

別添Ⅰ2.2，添付11－1 P3及びP6はそれぞれ異なるインターロックの記載である。 

 

なお，基本設計方針に記載している「金属キャスクをつった状態で仮置き中の金属キャスク上を通過できない」

ことはインターロック条件②で，金属キャスクをつった状態で金属キャスクが置かれている架台への接近を制限す

ることにより達成できる。 

 

以下に受入れ区域天井クレーンのインターロック条件をまとめる。 

 

表 受入れ区域天井クレーンインターロックについて 

インター 

ロック条件 
条件 制限 目的 

① 

（第３－１図） 

主巻が90ｔ以上の 

荷重を検知した場合 

巻上げ 

金属キャスク下面～建屋床面が

4ｍとなるよう巻上げ高さを制

限。 

金属キャスクを必要以上に吊り上げないよ

うにする。（キャスク輸送車両から金属キャ

スクを水平移動する高さに裕度を見て 4ｍを

設定） 

② 

（第３－２図） 

主巻が90ｔ以上の荷

重を検知した状態 

横行・走行 

仮置架台及びたて起こし架台の

中心線上へ進入するのを制限。

（進入を許可するスイッチを操

作しなければ進入できない） 

荷をつった状態で，容易に仮置架台及びたて

起こし架台上に進入することを制限するこ

とで，金属キャスクが置かれている架台への

接近を制限 

③ 

（第３－３図） 

補巻が 4.5ｔ以上の

荷重を検知した状態 

横行・走行 

仮置架台及びたて起こし架台上

へ進入するのを制限。（進入を許

可するスイッチを操作しなけれ

ば進入できない） 

緩衝体をつった状態で，容易に仮置架台上に

進入することを制限することで，金属キャス

クが置かれている架台への接近を制限 

④ 

（第３－４図） 

たて起こし架台中心

上で主巻90ｔ以上の

荷重を検知 

巻上げ 

キャスク下面～衝撃吸収材上面

が 2ｍ以下になるよう巻上げ高

さを制限。 

金属キャスクを必要以上に吊り上げないよ

うにする。（たて起こし架台上での金属キャ

スク取扱いが可能な最低高さに裕度をみて 2

ｍを設定） 

  

なお，インターロック条件①は可動範囲を制限するものではなく，巻上げ高さを制限していることが明確になる

よう，別紙１のとおり設工認申請書を変更する。 

以上
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キャスクの落下防止装置のうち別添Ⅰ2.2や添付11-1 P3で設けるとしているクレーンのイ
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申請書抜粋（添付 11－1 P6～9） 
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申請書抜粋（添付 11－1 P6～9） 
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申請書抜粋（添付 11－1 P6～9） 
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申請書抜粋（添付 11－1 P6～9） 
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別紙１ 

変更前後比較表 

変更前 変更後 
添付１１－１ 受入れ区域天井クレーンの金属キャスクの取扱いに関する説明書 

 

添付１１－１ 受入れ区域天井クレーンの金属キャスクの取扱いに関する説明書 
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